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①
地
域
・
職
域
部
会
（
生
活
習
慣
病
ワ
ー
キ
ン

グ
）
に
お
け
る
報
告
事
項

　

②
各
団
体
・
機
関
等
に
お
け
る
今
年
度
の
健
康

づ
く
り
の
実
施
状
況
と
今
後
の
課
題
に
つ
い
て

小
豆
郡
医
師
会

森　
　
　

茂　

雄

一
、
平
成
二
十
八
年
度　

小
豆
島
准
看
護
学
院　

卒
業
式

　

准
看
護
学
院
に
お
い
て
、
三
月
二
日　

第
五
九

回
生
十
一
名
（
男
性
三
名
、
女
性
八
名
）
の
卒
業

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

島
内
一
つ
の
高
校
の
教
頭
先
生
と
二
つ
の
中
学

校
の
校
長
先
生
と
教
頭
先
生
も
ご
臨
席
く
だ
さ

り
、
心
の
こ
も
っ
た
お
祝
い
の
言
葉
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
学
院
長
と
郡
医
師
会
長
、
学
院
理
事
の

式
辞
に
続
い
て
、
在
校
生
代
表
か
ら
の
送
辞
が
あ

り
、
そ
の
後
の
卒
業
生
代
表
の
答
辞
に
皆
が
感
動

し
て
聴
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。
准
看
護
師
の
資
格

試
験
に
全
員
が
合
格
で
き
て
、
皆
立
派
に
巣
だ
っ

て
い
き
ま
し
た
。

　

式
典
終
了
後
、
出
席
者
全
員
で
記
念
写
真
を
撮

り
ま
し
た
。

二
、
学
術
講
演
会

①
日　

時　

平
成
二
十
九
年
二
月
十
七
日
（
金
）

　

場　

所　

オ
ー
キ
ド
ホ
テ
ル

　

演
題
な
ら
び
に
講
師

　

「
高
知
市
に
お
け
る
認
知
症
診
療
医
療
連
携
の

実
際
」

　

「
地
域
で
暮
ら
す
た
め
の
認
知
症
に
対
す
る
併

用
療
法
」

　
　
　

医
療
法
人　

鳴
子
会　

菜
の
花
診
療
所

　
　
　

理
事
長�

北
村　

ゆ
り　

先
生

　

出
席
者　

九
十
二
名
（
う
ち
医
師
九
名
）

②
日　

時　

平
成
二
十
九
年
三
月
七
日
（
火
）

　

場　

所　

小
豆
島
国
際
ホ
テ
ル

　

演
題
な
ら
び
に
講
師

　

「
糖
尿
病
Ｒ
ｅ
ｖ
ｉ
ｅ
ｗ

�

～
治
療
か
ら
合
併
症
対
策
ま
で
～
」

　
　
　

香
川
労
災
病
院　

第
三
内
科　

部
長

�

岩
田　

康
義　

先
生

　

出
席
者　

二
十
三
名
（
う
ち
医
師
十
一
名
）

三
、
結
核
対
策
研
修
会
（
小
豆
保
健
所　

主
催
）

　

日　

時　

平
成
二
十
九
年
三
月
十
四
日
（
火
）

　

場　

所　

小
豆
島
中
央
病
院

　

演
題
な
ら
び
に
講
師

　

「
様
々
な
結
核
と
診
療
に
お
い
て
注
意
す
べ
き

ポ
イ
ン
ト
」

　
　
　

小
豆
島
中
央
病
院　

院
長
代
行

�

山
口　

真
弘　

先
生

　

出
席
者　

三
十
二
名
（
う
ち
医
師
十
一
名
）

四
、
か
か
り
つ
け
医
普
及
啓
発
講
演
会

　

日　

時　

平
成
二
十
九
年
三
月
五
日
（
日
）

　

場　

所　

サ
ン
・
オ
リ
ー
ブ�

オ
リ
ー
ブ
ホ
ー
ル
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綾
歌
地
区
医
師
会桑　

島　

紀　

夫

一
、
綾
歌
地
区
医
師
会
産
業
医
研
修
会

　

日　

時　

平
成
二
十
九
年
二
月
十
六
日（
木
）

　
　
　
　
　

午
後
二
時
～

　

場　

所　

香
川
県
農
業
試
験
場

　

演　

題　

「
職
場
巡
視
と
討
論
」

　

講　

師　

（
産
業
医
）

　
　

医
療
法
人
三
宅
医
院　

理
事
長

�

時
松　

由
子　

先
生

　

参
加
者　

十
一
名

　

副
場
長
と
産
業
医
よ
り
試
験
場
の
概
要
と
産
業

医
活
動
に
つ
い
て
の
説
明
。
そ
の
後
、
敷
地
内
の

温
室
を
中
心
に
巡
視
を
行
い
、
最
後
に
巡
視
を
し

て
気
づ
い
た
点
な
ど
に
つ
い
て
討
論
し
た
。

二
、
綾
歌
地
区
医
師
会
学
術
講
演
会

　

日　

時　

平
成
二
十
九
年
二
月
十
七
日（
金
）

　
　
　
　
　

午
後
七
時
～

　

場　

所　

綾
歌
地
区
医
師
会
館

　

演　

題　

「
認
知
症
の
診
断
と
治
療
」

　

講　

師

　
　

社
会
医
療
法
人
財
団
大
樹
会

　
　

総
合
病
院
回
生
病
院　

副
院
長

　
　

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
科�

香
川　

公
一　

先
生

で
会
場
に
突
然

に
現
れ
て
、
先

生
に
感
謝
の
意

と
と
も
に
花
束

を
渡
さ
れ
た
の

で
す
が
、
先
生

も
久
し
ぶ
り
の

再
会
で
と
て
も
感
動
さ
れ
た
様
子
で
、
聴
衆
か
ら

は
暖
か
い
拍
手
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

特
別
講
演
Ⅰ

　

「
現
役
の
終
着
点
を
ど
う
す
る
か
」

　
　
　

評
論
家�

佐
高　

信　

先
生

　

特
別
講
演
Ⅱ

　

「
香
川
県
の
小
児
医
療
と
か
し
こ
い
小
児
科
の

か
か
り
か
た
」

　
　
　

香
川
大
学
医
学
部�

小
児
科
学
講
座�

教
授

�

日
下　

隆　

先
生

　

出
席
者　

一
九
五
名
（
う
ち
医
師
十
三
名
）

　

八
木
小
豆
郡
医
師
会
長
と
塩
田
小
豆
島
町
長
の

挨
拶
に
続
い
て
、
佐
高
信
先
生
に
特
別
講
演
Ⅰ
を

お
話
し
て
頂
き
ま
し
た
。
佐
高
先
生
は
以
前
に
小

豆
島
の
俳
人　

尾
崎
放
哉
の
お
墓
参

り
を
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
小
豆
島

を
よ
く
ご
存
知
で
、
と
て
も
気
さ
く

で
多
岐
に
わ
た
る
楽
し
い
お
話
に
聴

衆
の
皆
様
も
真
剣
に
聴
き
入
っ
て
い

ま
し
た
。
小
児
科
教
授
の
日
下
先
生

に
は
特
別
講
演
Ⅱ
を
お
願
い
し
ま
し

た
が
、
小
児
科
医
療
に
は
子
供
の
成

長
と
い
う
別
の
大
切
な
部
分
も
あ

り
、
他
科
に
は
な
い
ご
苦
労
が
あ
る

こ
と
な
ど
、
色
々
異
な
っ
た
視
点
か

ら
お
話
を
頂
き
ま
し
た
。

　

最
後
に
は
、
以
前
に
先
生
が
未
熟

児
の
時
に
診
療
さ
れ
た
子
供
さ
ん

が
、
無
事
に
立
派
に
成
長
さ
れ
た
姿
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